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昨
年
の
９
月
・
11
月
議
会
で
は
、「
人

口
減
少
」、「
少
子
高
齢
化
」、そ
し
て
「
地

域
経
済
の
縮
小
」
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
質
問
と
提
言

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
航
空
自
衛
官
と
し
て
の
経

験
を
も
と
に
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

具
体
的
な
提
言
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｑ　

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
本
市
の

将
来
目
標
人
口
を
伺
う
。

Ａ　

２
０
６
０
年
の
推
計
人
口
は
５
５

０
０
０
人
、
目
標
は
６
万
人
。

Ｑ　

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の
具
体

的
な
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
推
進
策
は
。

Ａ　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
①
求
人
情

報
や
市
内
企
業
概
要
な
ど
の
市
Ｈ
Ｐ

掲
載
②
市
分
譲
住
宅
地
Ｐ
Ｒ
③
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

福
島
空
港
の
防
災
拠
点
化
に
つ
い

て
、
現
状
と
市
の
取
り
組
み
を
伺
う

Ａ　

福
島
県
が
庁
内
に
担
当
課
を
設
け

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
市
も
関
係

機
関
と
連
携
を
深
め
て
働
き
か
け
て

い
く
。

Ｑ　

本
市
と
郡
山
駐
屯
地
と
の
災
害
時

の
連
携
を
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

災
害
時
に
は
本
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
対
応
す
る
た
め
、
協
定
締

結
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

若
者
や
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し

た
、
市
長
と
市
民
の
対
話
事
業
を
開

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ

り
、
対
話
を
最
も
大
切
に
し
て
い
る
。

対
話
を
事
業
化
し
範
囲
を
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

Ｑ　

新
規
産
業
創
出
事
業
で
開
発
さ
れ

た
技
術
を
、
県
内
外
に
広
報
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

Ａ　

本
市
工
業
認
定
品
制
度
や
Ｈ
Ｐ
開

発
支
援
、
関
係
機
関
と
連
携
を
強
め

な
が
ら
販
売
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Ｑ　

都
市
公
園
に
お
け
る
音
楽
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
興
行
利
用
を
、
も
っ
と
広

報
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
利
活
用
が
で
き

る
こ
と
を
Ｈ
Ｐ
や
広
報
で
周
知
を
図

る
。

Ｑ　

都
市
公
園
内
に
高
品
質
テ
ナ
ン
ト

設
置
し
て
、
公
共
資
産
の
新
し
い
活

用
を
検
討
す
べ
し
。

Ａ　

先
進
地
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

調
査
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

市
民
か
ら
公
園
内
の
ト
イ
レ
の
新

設
や
改
善
の
声
が
あ
る

Ａ　

ト
イ
レ
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
公

園
利
用
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
整

備
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

本
市
地
域
防
災
計
画
に
図
上
防
災

訓
練
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

現
在
構
築
中
で
あ
る
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
、
図
上
防

災
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

震
災
復
興
か
ら

　

地
方
創
生
へ
、

時
代
の
変
化
に

　

適
応
す
る
た
め
に

議
会
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
須
賀
川
市
の「
未
来
」

９
月
議
会

11
月
議
会

61,433

63,712

67,865

76,693
79,267

渡辺こうへい渡辺こうへい
活動報告活動報告

須賀川市議会議員須賀川市議会議員

第１号第１号



4

一
般
質
問
に
お
け
る

　
　

質
問
と
提
言（
概
要
）

福島空港をどのように活用していくのか

須
賀
川
市
の「
強
み
」と
は
何
か
？

福
島
空
港
の
活
用
策
を
考
え
る

復
興
の
翼
と
し
て

　
　

Ｍ
Ｒ
Ｊ
が
持
つ
可
能
性

人口ビジョン：目指すべき将来の方向性
2040年（Ｈ52）で人口７万人、2060年（Ｈ72）で人口６万人の維持を目指す

●須賀川市の将来人口推計結果（総人口）
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昨
年
の
10
月
に
須
賀
川
市
は
「
須
賀

川
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
須
賀
川
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。（
以
下
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
、
本
市
総
合
戦
略
と
記
述
）

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
本
市
の
「
人
口
の

現
状
分
析
」
と
「
将
来
展
望
」
及
び
目

指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性
を
示
す
も
の

で
す
。
本
市
総
合
戦
略
は
須
賀
川
の「
強

み
」
や
「
特
徴
」
を
最
大
限
に
生
か
し

な
が
ら
、
今
後
５
年
間
の
「
好
循
環
」

を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
の
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
の
基
本
と
な
る
柱
の
一
つ

に
「
産
業
力
を
強
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
強
み
を
最
大
限

に
生
か
し
た
地
域
産
業
構
造
の
強
化
の

た
め
に
、
本
市
総
合
戦
略
に
は
以
下
の

内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
市
は
、
福
島
県
の
高
速
交
通
体

系
の
重
要
な
結
節
点
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
優
良
企
業
が
立
地
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
な
る
産
業
の
振
興
の

た
め
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
既
存
企
業

の
育
成
支
援
に
努
め
ま
す
。」

　

こ
の
「
高
速
交
通
体
系
」
と
は
東
北

自
動
車
道
と
福
島
空
港
等
を
示
し
て
い

ま
す
。
確
か
に
須
賀
川
I
C
の
利
便
性

は
高
く
、
多
く
の
企
業
が
立
地
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
郡
山
市
と

白
河
市
に
は
高
速
道
路
の
I
C
が
二
か

所
あ
り
、
新
幹
線
の
停
車
駅
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
郡
山
市
と
白
河
市
は
、

本
市
以
上
に
高
速
交
通
体
系
の
結
節
点

で
す
。

　

高
速
交
通
体
系
の
結
節
点
と
し
て
、

同
じ
強
み
を
持
つ
３
市
が
競
え
ば
、
新

幹
線
の
停
車
駅
が
所
在
す
る
郡
山
と
白

河
両
市
が
優
位
に
な
る
の
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。

　

須
賀
川
が
「
郡
山
と
白
河
と
の
競
争

に
負
け
な
い
」
た
め
に
は
、
本
市
に
所

在
す
る
「
福
島
空
港
の
活
用
策
」
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
島
空
港
の
活
用
策
、
そ
の
一
つ
に

国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ

（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
）
が

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
初
フ
ラ
イ
ト
を
成
功
さ

せ
た
Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
、
こ
れ
ま
で
の
航
空
機

に
比
べ
て
、
座
席
数
が
少
な
く
、
燃
費

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
20
％
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
て
い
ま
す
。Ｍ

Ｒ
Ｊ
は
そ
の
経
済
性
か
ら
、「
都
市
の

拠
点
空
港
と
地
方
空
港
を
結
ぶ
路
線
」

や
「
海
外
と
地
方
を
結
ぶ
路
線
」
に
期

待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
福
島
空
港
で
以
前
就
航
し

て
い
た
「
福
岡
便
」
や
「
那
覇
便
」
の

復
活
、
も
し
く
は
海
外
路
線
の
新
設
と

い
う
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
納
入
時
期
は
未
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
来
る
地

方
空
港
の
新
時
代
に
乗
り
遅
れ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
を
復
興
の
翼
」
と
し
て
、

福
島
空
港
に
お
け
る
就
航
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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　急速に少子高齢化が進む状況の中で、須賀川市におい
ても長期的には人口が減少していくことは避けられませ
ん。将来人口は希望的な人口増ではなく、ゆるやかな人
口減少を前提とした、現実的な目標値になっています。渡辺こうへい
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